様式第２―１号（第４条関係）

　事　業　計　画　書
（街なか賑わい創出事業【新規申請事業】）
１　申請区分（該当する番号に○をつける）

(1)空き店舗の改修費補助

(2)小売店舗の家賃補助

(3)地域団体等の家賃補助
(4)コンセプト策定経費補助

２　事業実施団体の概要
  (1)名　称
  (2)代表者
  (3)所在地
３　空き店舗対策事業の全体計画（小売店舗の家賃補助の場合）
　　　別紙Ａ「○○商店街、△△商店街空き店舗対策全体事業計画書」のとおり

４　事業内容 
　(1)空き店舗の改修費補助

  　　①改修の内容 
     　　ア）所在地（三春町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※場所が特定できる地図（住宅地図等）を添付。 

  　 　　イ）面積（　　　　　　　㎡　又は　　　　　坪）
  　 　　ウ）構造・築年数等（　　　　　　　造・築　　　年）
  　 　　エ）改修計画図、見積書

※改修内容が確認できる図面、見積書を添付。
(2)小売店舗の家賃補助（該当する方に○をつける）
　　①用　途

　　　 ア）新規創業者店舗

　　　 イ）一般店舗

②契約の内容等

　 ア）所在地（三春町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※場所が特定できる地図（住宅地図等）を添付。

　　　　 イ）面積　　　　　　　坪

  　 　　ウ）構造・築年数等
　　　　 エ）月額賃借料　×　実施（補助要望）月数 

　　     オ）坪単価　　　　　円／坪（周辺の相場　　　　　円／坪）
　　　　 カ）中・長期的な見通し

③店舗入居者の概要

　 ア）業種
イ）氏名（法人名）
　　 　　ウ）店名
　　 　　エ）開店日
　　　　 オ）営業時間
　　     カ）定休日（休館日）
　　 　　キ）改修経費（見込み） 

  (3)地域団体等の家賃補助

①地域コミュニティを支える公共性を有する施設の種類

（種類名：(例．ｺﾐｭﾆﾃｨｽﾍﾟｰｽ)　　　　　　　　　　　　　）

②契約の内容等 
     　　ア）所在地
※場所が特定できる地図（住宅地図等）を添付。 
  　 　　イ）面積　　　　　坪
  　 　　ウ）構造・築年数等
  　　　 エ）月額賃借料（　　　　　円）　×　実施（補助要望）月数 

　　     オ）坪単価　　　　　　　円／坪（周辺の相場　　　　　円／坪）
  　　　 カ）中・長期的な見通し

③入店者等の概要
　　 ア）氏名（法人名）
　　 　　イ）店名
　　 　　ウ）開所日
　　 　　エ）開所時間
　　 　　オ）休館日
(4) コンセプト策定経費補助

　　　①策定する内容

　　　②策定に要する経費

　　　③策定後の活用見込み

　　　④その他

５　間接補助事業者（事業実施団体）における資金調達の方法
別紙Ａ（様式第２－１号添付）

○○商店街、△△商店街
空き店舗対策全体事業計画書
	【事業主体】
　・名　　　称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・代　表　者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・所　在　地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・設立年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・これまでの商店街活性化・まちづくりに向けた取組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



１　商店街の現状分析とビジョン
◆　○○商店街（または○○通り）
※　市街地全体の中の位置が分かる地図を添付。
　　※　商工会議所、商工会、街づくり会社等が事業主体となり、複数の商店街（通り）を対象とする場合には各商
店街（通り）ごとに作成。（複数の商店会等が連担して一つの商店街（通り）を形成している場合には、一つ
の商店街（通り）として作成。）
　(1)　店舗構成
	分　類
	内　　　　　　　　訳
	計

	小売業
	百貨店・スーパー：　　店、生鮮食料品：　　店、
生鮮以外の食料品：　　店、家庭用品：　　店、
コンビニ：　　店、服飾雑貨：　　店、その他小売業：　　店
	　　店

	サービス業
	理美容：　　店、クリーニング：　　店、ホテル・旅館：　　店、
遊技場：　　店、その他サービス業：　　店
	　　店

	飲食業
	食堂・レストラン：　　店、軽食・喫茶：　　店、
スナック・バー等：　　店、その他飲食業：　　店
	　　店

	そ　の　他（金融機関、郵便局、医療機関など）
	　　店

	合　　　　　　　　　　計
	　　店


(2)　空き店舗の状況
· 空き店舗数　　　　軒（空き店舗率　　　　％）
· うち使用可能な空き店舗数　　　　　　　軒
· 使用できない空き店舗の理由
　　　※　当該商店街の店舗配置図（住宅地図等を利用し、業種別店舗と空き店舗が分かるよう着色して明示）を添付。
(3)　現状分析
　　ア　商圏の現状や将来予測
　イ　商店街の性格及び現状
　　◆　商店街の強み
　　　◆　商店街の弱み
(4)　(3)を踏まえた商店街のコンセプト及び目指す姿
　(5)　(4)のための空き店舗対策の方向性と必要な店舗等の整理
　　 □　空き店舗対策の方向性
□　前記のために必要な店舗等
	視　　点
	必要となる店舗の業種・業態等

	不足業種等の補充
	

	集積を図る業種等の強化
	

	その他必要な施設
	

	立地を希望しない業種等
	


　※なお、店舗以外の施設は本事業では対象となりません。
２　空き店舗対策の実施体制　
	取り組むべき事項
	具体的な内容

	家主との交渉
	

	店舗入居者の選定
	

	店舗入居者に
対する支援
	

	その他
	


◆　店舗入居者に対する経営指導計画
	項　目
	具体的な内容

	指導者・団体名
	

	指導の頻度
	

	指導の方法
	


３　補助期間終了後の継続性について
４　効果測定のための指標
	
	現　状　値
（平成　　年　　月）
	中間目標値
（平成　　年度）
	目標値
（平成　　年度）
※概ね10年以内で設定

	空き店舗対策実施件数
	
	
	

	空き店舗数
	
	
	

	※
	
	
	

	※
	
	
	


　　※「来街者数」「売上げ（商店街全体or事業実施店舗）」「商店街組合への加入数」「対象エリア内の商店数」などから設定。適宜、行を増やして可。　
５　空き店舗対策と合わせて実施している（実施する予定の）取り組み
